
大瀬川の無火災連続 621日

歌った後に、この日のメインとなる第３部の「理想郷イーハト ２位 丸山茂夫（葛巻町） ３９匹
ーブ」で第九の大合唱にも菅原さんが出演した。 ３位 斉藤 誠（盛岡市） ３７匹
第１部は、出演者それぞれの衣装であったが、第３部は全員 大物賞 １位 丸山茂夫（葛巻町） ４１．０㎝

がお揃いのドレスで、会場一杯に轟いた「第九」はまさに圧巻 ２位 丸山勝敏（滝沢市） ４０．０㎝
そのものであった。 ３位 菅原善憲（花巻市） ２４．５㎝
菅原さんで思い出したが、令和３年の矢巾町で開かれたＮＨ ジュニアの部

Ｋのど自慢大会では「雨の慕情」を歌い、ゲストの八代亜紀か 大漁賞 １位 熊谷 光（こう）（大瀬川） ３８匹
らのインタビューが心に残っている。 ２位 藤原旦灯（あさひ（花巻市） ２８匹

３位 高橋 啓（けい）（紫波町） １４匹
「イーハトーブを風とめぐれば」に板垣さん出演 大物賞 １位 菊池陸琥（りく）（花巻市） ３８．５㎝

去る６月１６日に、なはんプラザで「ハーナムキヤ朗読会」 ２位 阿部琉奈（るな）（花巻市） ２５．０㎝
主催の「イーハトーブを風とめぐれば」が開かれ、多くの参観 ３位 熊谷咲斗（さきと）（大瀬川）２４．０㎝
者から拍手が送られた。この中に「オカリナ演奏」の演目があ ブービー賞
り、板垣福子さんが１３名の中のひとりとして出演した。 一般の部 菅原 睦（北上市） ３匹

今春も山林火災予防活動を実施 このオカリナ演奏は、花巻市シニア大学のオカリナクラブの ジュニアの部 畠山 立（紫波町） ６匹
少し古い記事になるが、今春も大瀬川・片寄地区山林火災 方々によるもので「精神歌」「種山ヶ原」「エーデルワイス」 レディース賞 畠山莉奈（大瀬川）１７匹

予防協議会では、入山者に山火事予防のチラシを渡すなど啓 「翼をください」「ふる里」の５曲を披露した。オカリナの音 ピッタリ賞（６月３０日）にちなんで、３０匹の釣果の人
発活動を行った。期間は４月２３日から５月５日までの２週 色は何とも言えぬ格別なものであった。 鴨沢立治（花巻市）
間であった。
今年は残雪が少なく、早い春の訪れとともに、山菜も芽吹 書面で淡水魚愛護組合が総会 二回目の草刈りを実施

く頃、身近な里山への入山者が増えることを予想して部分林 葛丸川淡水魚愛護組合（菅原昇組合長、組合員５１名）の総 下大瀬川美土里の会（高橋義晃代表）では、６月１５日の
組合、活性化会議、消防第１３分団第⒈部、第２部などの団 会は、書面によって５月に行われた。総会資料によると、令和 午前中に実施した２回目の草刈りに４８名が参加した。今回
体が当番で入山者に山火事防止を呼びかけた。 ５年度はヤマメ稚魚の放流や、釣り大会、一ノ留の草刈やゴミ は耕作地の草刈りのため、９区以外の方々も参加して環境整

拾いなど環境活動を行っている。 備を行った。当日は梅雨入り前のすがすがしい日で、作業中
ちょっとルールを変えた大瀬川地区民運動会 総額２９万余円の決算を見ると、会員からの会費は一人１千 のケガ等の報告もなく無事終了した。次回も耕作地の草刈り

６月９日に大瀬川運動公園で大瀬川体育協会（熊谷俊哉会 円で５万１千円、花巻観光協会から助成金５万円、釣り大会の で７月１３日を予定している。
長）が、第７８回大瀬川地区民運動会を開催した。昨年に引 参加料約９万円などであった。
き続き幼児レースを挟みながら午前中に６種目の競技を行っ 分収造林組合が管理署等と情報交換会
た。今年は配点を変更し「玉入れ」では入った玉の数をその 葛丸川にヤマメの稚魚を放流 大瀬川分収造林組合では、６月１９日に岩手南部森林管理
まま得点にしたり、「目指せ!!ホールインワン」では円の中 ６月２９日に葛丸川淡水魚愛護組合（菅原昇組合長）では、 署と花巻市森林組合を酒蔵交流館に招いて情報交換会を行っ
心のゴールに向かって２回試技し、高い方の得点を採用した 葛丸の農村環境を守る会（板垣幸夫会長）の協力を得て葛丸川 た。この情報交換会の目的は、森林管理署との契約期限を延
り、ホールインワンは得点が倍になるなど配点にメリハリを 上流のポケットパーク付近にヤマメの稚魚を放流した。 ばしているのに、該当の森林伐採の延期が続いているので開
つけた。準備・進行・片付けは約２５名のスタッフで行い、 参加者は大瀬川子供育成会（板垣勇司会長）の子供たち７名 いたもの。
大瀬川子供育成会の協力で子供達が選手宣誓や競技の進行、 と保護者４名、当役員２名で、体長５～６㎝のヤマメの稚魚８ 当日は、南部森林管理署から斎藤未知香森林官、市森林組
応援にと公園内に元気な声を響かせていた。 ００匹を放流した。一年後には体長１５㎝前後に成長すること 合から佐藤雄厚総務課長、柏葉正和業務課長補佐、分収造林
結果は、 だろう。 組合からは菅原清昇組合長、菅原洋二副組合長、菅原豊理
総合の部 ８区 １０３点 ９区 ９５点 ７区 ８４点 事、菅原純一理事の４名が出席した。情報交換の中で、鍵取
リレーの部 ７区 １７点 ８区 １４点 ９区 １１点 釣果を競って葛丸川釣り大会開催 地区の伐採については今秋の競売を予定し、現在手続き中で

６月３０日葛丸川淡水魚愛護組合（菅原昇組合長）主催によ あることや、新山地区の間伐をする場合の補助金について説
菅原さんが「第九」の舞台に り歴史ある５８回目の釣り大会が開催された。参加者は、一般 明があった。

花巻第九の会「テラ・ムジーコ」主催の第三回定期演奏会 ４０名、子供２１名、観覧者約２０名。大会のため前日に放流
が６月９日に花巻市文化会館で行われ、南田家の菅原智子さ した１３００匹のニジマスを狙い、各自自慢のテクニックを披 ５２年ぶりの県大会出場
んが出演した。 露しながら賑わった。今年は昨年より釣果が良く楽しかったと 石鳥谷中学校の女子テニス部が花巻地区の中総体団体戦で
第１部の「ポラーノの広場」では菅原さんが所属する「花 多くの参加者が話していた。前日から葛丸川の草刈り、清掃、 惜しくも湯本中学校に敗れたものの準優勝し、規定により５

巻第九の会・テラムジーコ」２６人と「第九特別合唱団」４ ネットの設置など大会に備えた役員の皆さんご苦労様でした。 ２年ぶりに県大会出場（５２年前は、優勝で出場）を決め
１人が合同で合唱し「精神歌」「イーハトーブの風」「ハナ 入賞記録〈敬称略〉 た。この大会には、高橋咲季さん（９区新田家・石中３年
ミズキ」「水平線」「愛の花」の５曲を披露した。 一般の部 生）が出場する。県大会は７月１４・１５日に盛岡市太田コ
第２部の「注文の多い音楽会」には、ソプラノ歌手が数曲 大漁賞 １位 丸山勝敏（滝沢市） ６４匹 ートで行われる。健闘を期待したい。
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加しなかった方も気軽に参加してほしいと熊谷委員長は話して 交流しているイケメンで背の高い益子さんが、「当グルージ
いた。熊谷岳朗氏の経歴はみつくら令和４年８月号に詳しく記 ャの現在の勝敗がＪ3の中２０位と非常に厳しい位置にい
載されている。 る。今日伺ったのは『人生の先輩からのエール企画』でお邪

魔しました。是非ここで、応援のメッセージを書いて頂き選
屋内テント・段ボールベットを組立 手に力を貸してください」と話し、参加者は思い思いにメッ

花巻市では６月３０日午前９時より花巻市防災訓練を実施し セージを書いていた。グループ対抗のボーリングゲームをし
た。訓練は、午前９時に花巻市内で最大震度６弱の地震発生を て大いに盛り上がり、内容盛り沢山のサロンだった。
想定して行われた。内容は、電話自動サービス（オトコル）に
よる各自主防災組織代表者への連絡、情報伝達訓練・指定緊急 遅かった梅雨入り
避難場所開設、運営訓練を行った。 気象庁から、昨年より１４日遅い６月２３日に北日本北部
また、大瀬川地区自主防災会連絡協議会（会長 山形圭子・ の梅雨入りが発表された。

副会長 菅原敏幸、菅原昭悦）では、同日に防災無線通信訓練 今年は、田植え後は殆ど雨が降らず、朝夕も涼しく農作業
と指定緊急避難場所である大瀬川振興センターで各区に分かれ も捗るように思えたが、山王海土地改良区から６月１０日付
て屋内テント・段ボールベットの設営体験も行った。この体験 けで、山王海ダムの貯水率が４９%（過去２番目に少ない）と

片足負傷？の熊が出没 は昨年も実施しているが、各区防災会の会長が代わったことで なったため、放水量を８割まで減らすので節水対策を呼びか
６月２７日の朝、熊谷和紀さんがふれあい運動公園西側に 今年度も実施した。 ける案内が耕作者に来た。

ある耕作田に行ったところ、体長１メートルぐらいで歩き方 なお、災害時の設営は主に市の担当職員が防災倉庫（各２０ また、６月２０日には、豊沢ダムの貯水率が１０%を切った
がおかしい、片方前足首がない熊を見ている。この後警察・ 組在庫）から振興センターに運び設営する設定になっている。 ため豊沢川土地改良区では７月１０日まで断水の処置をとる
猟師・市役所職員が駆けつけ捜索したが発見出来なかった。 と新聞に掲載されていた。
翌日の早朝、今度は高橋義晃さんが家で旧大瀬川線を西に 人事 〈敬称略〉 日本各地では線状降水帯が発生して大雨が降っているとこ

向かって走る犬より大きい黒く動く物を見た。前日、ふれあ 大瀬川地区自主防災会連絡協議会 ろもあるのに、岩手県内では、田も畑も水を欲しがってい
い運動公園に熊が出没したことを聞いており、これは熊だと 会長 山形圭子 副会長 菅原敏幸 菅原昭悦 る。そう思っていたら、７月３日付けで山王海土地改良区か
確信して動きを見ていると、菅原新一郎さん宅に入る薬師堂 ら、山王海ダムの貯水率が約２６%になったため７月９日から
川の橋から、急に見えなくなってしまった。もうすぐ、散歩 表彰 〈敬称略〉 １５日まで放流停止の案内が届いた。
する方や小・中・高校生の通学時間帯になるためこれは大変 花巻市表彰式 因みに、みつくら３月号に掲載した「東方朔秘傳書（菅原
と、警察と新一郎さん宅に電話。まもなく、警察・消防・猟 感謝状 交通指導員（１０年）菅原房子 清太郎写）」の令和６年の部分を再度記載してみる。
友会・市役所職員が駆けつけ、薬師堂川付近を上流に向かっ 「きのえたつ年ハ正月日でり、二三月日でり、四月半日で
て爆竹を鳴らしたり、付近を捜索したが７月４日現在見つか 盛り沢山のふれあいサロン り、五月水、六月日でり、七八九月雨降、十月弓矢あり、早
っていない。 あじさいの会（板垣福子会長）では７月２日に２４名が参加 稲よし中おく半よし畑もの半よし世の中下の三分なり」。
手負いの熊であれば、付近の茂みに潜んでいる可能性が充 し、今年度最初のふれあいサロンを開催した。 昔の諺に「天気に貸し借りなし」とあるが、今まで降らな

分に考えられるので、熊が捕まるまでは近くの住民を含め、 当日は６３歳から９０歳までの幅広い年齢層が参加した。今 かった分の貸しが夏から収穫の秋までに降らなければいいの
早朝又は夕暮れ時は散歩や農作業に注意が必要だ。 年になって初めて会った人もあり「おみゃさん元気だったか」 だが。

などと、サロンが始まる前から話が弾んでいた。
川柳教室を開催 今回会場のレイアウトはいつもと違って、五つのグループに よもやまばなし

６月２９日に大瀬川活性化会議の生涯学習・スポーツ推進 分けて机を配置して始まった。最初は、社会福祉協議会石鳥谷 ○７月２日付け岩手日報の記事で葛丸川ヤマメ放流に参加し
委員会（熊谷恭一委員長）の主催で３回シリーズの予定で 支部の廣野さんと照井さんから「社協はどんな仕事をしている た「放課後児童支援員・熊谷彩香さん」の感想が載ってい
「川柳教室」が開催され、１２名が参加した。 か」また、「地域包括支援センターとはどんなところか」の説 た。初めて聞いた職名だったので少し調べてみた。この支援
講師には、昭和３８年まで大瀬川に住み（東内屋敷）、現 明や、「毎月１日に社協情報が各家に配布されてますので良く 員とは「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

在は紫波町在住の熊谷岳朗（初郎）さんにお願いした。 読んでください」とお話しがあった。 準」（平成２６年厚労省令代６３号）の根拠に基づいて定め
当日は熊谷さんが作成したテキストを使用し、川柳につい 続いて、いしどりや荘の花籠さんからは、デイサービスセン られた資格で、平成２７年から施行されていた。端的にいう

て非常に詳しく解り易く解説された。俳句は自然を主題とし ターではどんなことをしているかについて、パンフレットを使 と、学童クラブなどの児童育成施設には、最低一人以上の有
ているが、川柳は「江戸時代に始まり、現代の川柳は他の短 って一日の過ごし方を詳しく説明して頂いた。「今年も異常な 資格者を置かなければならないという。学校との縁が無くな
詩文芸に引けをとらない人間を読む詩」とのことで作句のポ 暑さが予想されているので、熱中症について特段の注意が必要 ってだいぶ年月が流れた。知らない事ばかり多くなる。
イントを勉強した。 で、特に室内での熱中症が６割を占めている。高齢者の皆さん
今回は初回のため、主に川柳の歴史を学び、次回は課題 は暑さを感じにくくなっているので、のどが渇く前にこまめな 訂正

「笑う」または雑詠（自分の思ったこと）」を一人、３句詠 水分補給と適切に冷房を利用してほしい。また、家族や周囲の ①６月１５日号の「８区２班で年祝い」の記事でお祝いされ
んで来るようにと宿題を出された。参加者は暫く頭を悩ます 方々が気を配ることで防止出来る」と話していた。 た方に板垣和子さんが漏れていました。
かもしれない。 休憩後は雰囲気が変わり、盛岡に拠点を置くJリーグ所属の ②7月1日みつくらで市政懇談会日程を誤って掲載しました。
次回の川柳教室は７月２６日（金）午後２時から。初回参 サッカーチーム「いわてグルージャ盛岡」で、いしどりや荘と 【誤】7月２３日（火）→【正】7月２２日（月）
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